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進歩するぜん息治療
～患者さんがぜん息治療の主役に～
• 帝京大学医学部内科学講座呼吸器・アレルギー学 教授　長瀬洋之先生
• 福岡市立こども病院アレルギー・呼吸器科 科長　手塚純一郎先生

ぜん息に影響する鼻の病気
アレルギー性鼻炎、副鼻腔炎
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■医療トピックス 10
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■現場レポート 16 成

C成小

競泳選手

大橋悠依さん
■ぜん息児へのエール 22

C成小

・読者Q&A
・ウチのこんなエピソード
・わたしのしているこんな工夫

■読者の広場 24

＝小児　　　＝成人・高齢者　　　＝COPD

7大アレルゲンを使わない人気の給食メニューレシピ ／ 卵・乳・小麦を使わない簡単おやつレシピ◆付録

みんなが楽しめる給食のために
学校での食物アレルギー教育
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小 C成

• 埼玉医科大学呼吸器内科 教授　永田真先生
• 千葉大学大学院医学研究院小児病態学 教授　下条直樹先生

• 墨田区立曳舟小学校
• ひたちなか市立市毛小学校
• 尾張旭市教育委員会
• うりすクリニック 名誉院長　宇理須厚雄先生

「成人ぜん息ハンドブック」パンフレット

「成人ぜん息の基礎知識」WEBコンテンツ

　成人ぜん息に関する情報を一冊にまとめた新しいパンフレットを発刊しました！
　成人ぜん息に関する基礎知識や、日常生活におけるセルフマネジメントの方法
などを分かりやすく紹介しています。

044-520-9568お電話から

　成人ぜん息ハンドブックの発刊に伴い、ERCAホームページの成人ぜん息
に関するページをリニューアルしました！　もしかして、ぜん息？と思っている方、
はじめてぜん息と診断された方、なかなかよくならないと悩んでいる方……
ぜひ一度、成人ぜん息ページをご覧ください。成人ぜん息について、冊子よ
りもさらに詳しく紹介しています。

パンフレットの
お申込み・
お問合わせは
こちら

　成人ぜん息ハンドブックの内容と
合わせた患者指導用スライドと吸入
動画をダウンロードして使用するこ
とができます。

検索成人ぜん息　資料ダウンロード

成人ぜん息患者指導用スライド

⬇ダウンロードはこちら⬇

　成人ぜん息ハンドブックで使用している
イラストをダウンロードして使用すること
ができます。

検索成人ぜん息　イラスト

成人ぜん息に関するイラスト

⬇ダウンロードはこちら⬇

検索成人ぜん息の基礎知識
⬇アクセスはこちら⬇

検索大気環境・ぜん息などの情報館
WEBから
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　かつて、ぜん息は有効な治療法がなく、発作によって死に至ることもある病気と考えられてい
ました。しかし、さまざまな薬や治療法の登場により、近年では重症なぜん息患者さんでもぜん
息をコントロールし、症状なく過ごせるようになってきました。
　今回は、進歩するぜん息治療について、帝京大学医学部内科学講座 呼吸器・アレルギー学 教
授の長瀬洋之先生と、福岡市立こども病院 アレルギー・呼吸器科 科長の手塚純一郎先生にお話
をうかがいました。

〜患者さんがぜん息治療の主役に〜

特
集進歩するぜん息治療

2019年1990年

炎症を抑える「吸入ステロイド薬」が治療の中心

2000年 2010年

「発作止め」が
治療の中心

2000年  ●ロイコトリエン受容体拮抗薬登場

2009年  ●抗IgE抗体（ゾレアⓇ）登場

2016年  ●抗IL-5抗体（ヌーカラⓇ）登場

2018年  ●抗IL-5受容体α抗体（ファセンラⓇ）登場

2007年 ●吸入ステロイド薬と長時間作用性β2刺激薬の
　配合剤（アドエアⓇ）登場

2015年
●気管支熱形成術（気管支サーモプラスティ）保険適用
●長時間作用性抗コリン薬（スピリーバレスピマットⓇ）成人ぜん息に適応

ぜん息の原因は「気道の炎症」ぜん息の原因が
わからない

1993年

吸入ステロイド薬中心の治療が
明記された。

●「喘息予防・管理ガイドライン」登場！

ぜん息治療の変遷

　
か
つ
て
、
ぜ
ん
息
は
原
因
が
わ
か
っ
て

お
ら
ず
、
発
作
で
呼
吸
が
で
き
な
く
な
り
、

死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
恐
ろ
し
い
病
気
で

し
た
。
当
時
は
、
発
作
が
出
た
と
き
だ
け

「
発
作
止
め
の
薬（
β

ベ
ー
タ
ツ
ー2

刺
激
薬
）」
を
使

う
治
療
が
中
心
で
し
た
が
、
発
作
止
め
だ

け
に
頼
る
治
療
は
、
ぜ
ん
息
が
悪
化
し
や

す
く
、
入
院
や
死
亡
す
る
患
者
さ
ん
が
た

く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
1
9
9
0
年
代
以
降
、
ぜ

ん
息
は
“
気
道
の
炎
症
”
が
原
因
で
起
こ

る
病
気
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
ま
す
。
ぜ
ん
息
の
治
療
指
針
を
示
し
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
作
成
さ
れ
、
気
道
の
炎

症
を
抑
え
る
「
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
」
が

普
及
し
始
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
ぜ
ん
息
治
療
は
、
発
作

が
出
た
と
き
に
薬
を
使
う
治
療
か
ら
、
吸

入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
を
日
常
的
に
吸
入
す
る

こ
と
で
気
道
の
炎
症
を
抑
え
、
発
作
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
予
防
す
る
治
療
へ
と
変

化
し
、
患
者
さ
ん
自
身
が
症
状
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
治
療
薬
の
登
場

2
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（＊）日本アレルギー学会（2018）『喘息予防・管理ガイドライン 2018』協和企画．
日本小児アレルギー学会（2017）『小児気管支喘息治療・管理ガイドライン 2017』協和企画．

　
2
0
0
0
年
に
は
、
気
道
の
炎
症
や

収
縮
を
抑
え
る
働
き
の
あ
る
飲
み
薬
、「
ロ

イ
コ
ト
リ
エ
ン
受
容
体
拮
抗
薬
」
が
登
場

し
、
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
を
う
ま
く
吸
入

で
き
な
い
小
さ
な
子
ど
も
や
高
齢
者
で
も
、

ぜ
ん
息
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
や
す
く
な
り

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
2
0
0
7
年
に
は
、「
吸
入
ス

テ
ロ
イ
ド
薬
」と「
長
時
間
作
用
性
β
2
刺

激
薬
」
を
ひ
と
つ
に
し
た
配
合
剤
が
登
場

し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
こ
の
2
種
類

の
薬
を
処
方
さ
れ
て
い
た
患
者
さ
ん
は
、

2
種
類
の
異
な
る
吸
入
器
を
使
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
操
作
が
煩
雑
で
吸
入
が

面
倒
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
々
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
配
合
剤
の
登
場
に
よ
り
、

ひ
と
つ
の
吸
入
器
で
一
度
に
両
方
の
薬
を

吸
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
手
間
が
減
り
、

定
期
的
な
吸
入
が
楽
に
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
、
ぜ
ん
息
治
療
薬
の
進
歩

の
結
果
、
ぜ
ん
息
で
の
入
院
、
死
亡
は
大

幅
に
減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
小
児
・

成
人
に
比
べ
、
高
齢
者
の
ぜ
ん
息
死
が
依

然
と
し
て
多
い
こ
と
が
、
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
一
方
で
、
最
大
限
の
治
療
を
し
て
も
ぜ

ん
息
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
重
症
の

患
者
さ
ん
も
い
ま
す
。
近
年
は
、
こ
う
し

た
重
症
ぜ
ん
息
に
対
す
る
治
療
法
と
し
て
、

ぜ
ん
息
症
状
の
原
因
と
な
る
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
の
進
行
を
抑
え
る「
生
物
学
的
製
剤
」

（
抗こ
う
ア
イ
ジ
ー
イ
ー
こ
う
た
い

I
g
E
抗
体
、
抗
Iアイ
エ
ルL

｜
5
フ
ァ
イ
ブ抗

体
、

抗
I
L
｜
5
受
容
体
α
ア
ル
フ
ァ抗
体
）
や
、「
気

管
支
熱
形
成
術
（
気
管
支
サ
ー
モ
プ
ラ
ス

テ
ィ
）」
と
い
う
手
術
に
よ
る
ぜ
ん
息
の

治
療
が
登
場
し
て
い
ま
す
。

　
重
症
ぜ
ん
息
の
最
新
治
療
に
つ
い
て
は
、

P.
8・9
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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0～14歳 15～34歳 35～64歳 65歳以上（年齢不詳者含む）

小児、成人の
ぜん息死は
大幅に減少。
しかし、高齢者の
ぜん息死は増加。

（厚生労働省人口動態統計）ぜん息死亡者数の推移

健
康
な
人
と
変
わ
ら
な
い
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
か
？

　
ど
ん
な
に
薬
が
進
歩
し
て
も
、
そ
の
効

果
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
に
は
、
患
者
さ

ん
自
身
が
主
体
的
に
治
療
を
続
け
て
い
く

こ
と
（
自
己
管
理
）
が
大
切
で
す
。

　
小
児
、
成
人
と
も
に
ぜ
ん
息
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
＊

で
示
さ
れ
て
い
る
治
療
目
標
は 

“
健
康
な
人
と
変
わ
ら
な
い
生
活
を
送
る

こ
と
”
で
す
。

　
薬
を
続
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

せ
き
が
出
た
り
ゼ
ー
ゼ
ー
し
た
り
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　
「
症
状
が
出
る

の
は
ぜ
ん
息
だ
か
ら
普
通
の
こ
と
」
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？　
こ
れ
で
は
“
健

康
な
人
と
変
わ
ら
な
い
生
活
”
と
は
い
え

ま
せ
ん
。

　
“
健
康
な
人
と
変
わ
ら
な
い
生
活
を
送

る
”
と
い
う
治
療
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
、
P.
4
〜
7
で
紹
介
す
る
自
己
管
理

の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
、
治
療
へ
の
取

り
組
み
方
を
確
認
し
、
見
直
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

新
た
な
重
症
ぜ
ん
息

治
療
法
の
登
場
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　薬によって、せきや発作などの症状が治まると、「ぜん息が治ったかな？」と思って服薬をや
めてしまっていませんか？　しかし、症状がなくても気道の炎症は続いています。このまま薬
をやめてしまうと、症状がどんどん悪化するだけでなく、やがて気道が狭い状態のまま元に戻
らなくなる「リモデリング」が起こり、ぜん息が重症化してしまいます（P.5参照）。
　軽い発作であっても、気道が収縮するたびにリモデリングが進むおそれがあります。リモデ
リングを防ぐためにも、医師の指示どおりに症
状が治まっても治療を継続しましょう。
　さらに近年、子どものころのぜん息が重症で
あればあるほど、大人になってからもぜん息で
ある率が高く、呼吸機能が早く低下するおそれ
がある、ということもわかってきました。将来
にわたって、ぜん息のために生活が制限されて
しまったり、困ったりすることがないように、
治療を継続してぜん息を重症化させず、症状の
ない状態を保つことが重要です。

服薬を続けるための工夫

◦ カレンダーに印をつける、ぜん息日記をつける

◦ 同じ時間・場所・状況で吸入する
　➡洗顔、歯磨き前、
　　食事の前、起床時など

　現在は、ぜん息の治療ガイドラインに沿って、気道の炎症を抑える「吸入ステロイド薬」を中心
とした「長期管理薬」と、発作が起こったときだけ使う「発作治療薬」による治療が行われています。

長 期 管 理 薬
＊気道の炎症を抑えたり、気道を広げたりして発作を予防します。
＊症状がなくても医師の指示どおりに継続して使用します。

炎症を改善する働きのある薬
吸入ステロイド薬

ロイコトリエン受容体拮抗薬

気道を広げる働きのある薬
長時間作用性β2刺激薬

長時間作用性抗コリン薬

炎症を改善＋
気道を広げる働きのある薬

吸入ステロイド薬と長時間作用性β2刺激薬の配合剤

テオフィリン徐放製剤

ぜん息の症状全般を抑える
重症ぜん息を治療する新しい薬

（P.8,9参照）

抗IgE抗体

抗IL-5抗体

抗IL-5受容体α抗体

発 作 治 療 薬
＊気道を速やかに広げて呼吸を楽にします。
＊発作が起こったときだけ使用します。

短時間作用性β2刺激薬

吸入薬

飲み薬

吸入薬

吸入薬

吸入薬

飲み薬

吸入薬

注射薬

注射薬

注射薬

おもなぜん息の治療薬

チェックポイント❶ 医師の指示どおり、毎日服薬を続けていますか？
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進歩するぜん息治療　～患者さんがぜん息治療の主役に～

ぜん息の人の気
道には、慢性的
に炎症が起こっ
ています。

ぜん息の人の
気管支

健康な人の
気管支

気道の炎症が治まり、発作もなく健康な人
と変わらない生活を送ることができる。

ダニやカビ、ほこり、冷たい空気など
を吸い込むと、気道が過敏に反応し、
せきやたんの症状や、呼吸困難を伴う
ぜん息発作が起こります。

炎症が長期に続き、気道が硬く厚くなって（線維化）、
ケガをした後に傷跡が残ってしまうように、気道が
狭い状態のまま元に戻らなくなる「リモデリング」
が起こります。リモデリングの起こった気道は、吸
入ステロイド薬が効きにくくなってしまいます。

長期管理薬を継続すると

治療せずに放置したり、
治療を中断したりして
しまうと

リモデリングが起こった気管支

ぜん息が重症化してしまう

粘膜上皮
基底膜

気道粘膜

平滑筋

気道

発作時の気管支

平滑筋が厚くなり、
粘膜上皮がむくんで
気道が狭くなる

さらに気道が狭くなる

基底膜が
肥厚する

平滑筋が
肥大する

気道が狭い状態のまま
元に戻らなくなる

気道壁が
肥厚する

ぜん息のメカニズム
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　ダニ、カビ、ネコ、イヌなど、ぜん息の症状
を悪化させるアレルギーの原因（アレルゲン）
がわかっている場合には、それを避ける工夫を
しましょう。
　また、たばこや花火の煙、排ガスなど症状を
悪化させるものを避ける工夫も必要です。

　ぜん息の治療薬は、薬を気道のすみずみまで
届ける「吸入薬」が基本です。正しい方法で吸
入しないと、薬が口の中に残ったり、胃の中に
入ってしまいます。
　自分では正しく吸入しているつもりでも、い
つのまにか自己流になってしまっていること
もあります。
　正しい吸入方法を確認するとともに、定期的
に医師や看護師、薬剤師に吸入指導を受けま
しょう。

こちらから、正しい吸入方法を
動画で確認することができます

 小児ぜん息の方は
➡こちら➡

成人ぜん息の方は
➡こちら➡

ぜん息の悪化原因を回避する
工夫については、こちらをご覧ください

 小児ぜん息の方は
➡こちら➡

成人ぜん息の方は
➡こちら➡

正しく吸入する
ことで、薬が気
道の奥まで行き
渡る。

正しく吸入しな
いと、薬が気道
に届かないばか
りか、口の中に
残ったり、胃の中
に入ったりします。

小児　正しい吸入方法 検索 成人　正しい吸入方法 検索

小児　悪化因子対策 検索 成人　悪化因子対策　室内 検索

チェックポイント❷ 正しい方法で吸入していますか？

チェックポイント❸ アレルゲンや刺激を避けていますか？
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進歩するぜん息治療　～患者さんがぜん息治療の主役に～

　自分では調子がいいと思っていても、目に見えない気道の中では炎症が続いていたり、気道が狭く
なって発作が起こりやすくなっていたりすることがあります。
　病院で定期的に気道の状態を確認するために検査を受けて、客観的な評価をしてもらいましょう。
　また、診察の際には、医師に自分のぜん息の状態を詳しく伝えましょう。医師が患者さんの状態を
把握し、今後の治療方針を決定する大きな手がかりになります。

呼吸機能検査

呼気NO測定

呼吸機能検査では、スパイロメーターという機器
を使って、気道がどのくらい狭くなっているのか
を調べ、数値やグラフで表します。ぜん息の治療
がうまくいっているかの指標になります。

気道の中の炎症の状態を確認するための検査です。
吐く息に含まれる NO（一酸化窒素）の量を測る
ことで、炎症の状態を数字で見ることができます。
炎症が起こっていると、数字が高くなります。

マウスピースをくわえ、最大限に息を吸った後、
できるだけ速く、勢いよく最後まで息を吐きき
ります。

検査の方法

「フローボリューム曲線」というグラフを確認すると、ぜ
ん息の患者さんに特徴的な形がみられます。きちんと治療
を継続することで、正常な形に近づけることができます。

息を吐いた後、マウスピースをくわえ、できる
だけ息を吸い込みます。その後、モニターを見
ながら、一定の速度で息を吐き出します。

検査の方法

息
を
吐
く
ス
ピ
ー
ド
（
ｆ
ｌ
ｏ
ｗ
）ℓ
／
秒

肺気量（volume）ℓ

フローボリューム曲線

正常な
場合

きちんと治療すれば、
正常な形に近づきます。

下にへこんだような
山になる。

ぜん息
の場合

ぜん息でない場合は、
丸くふくらみのある山が
徐々に下がってくる。  小児ぜん息の方は

➡こちら➡

＊�自宅でも「ピークフロー
メーター」という器具を
使って、気道の広さを
確認することかできま
す。ピークフローメー
ターの使い方は、こち
らをご覧ください。

成人ぜん息の方は
➡こちら➡

小児　自己管理 検索 ERCA　ピークフロー 検索

チェックポイント❹ 定期的な診察や検査を受けていますか？
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お話をうかがった先生 読者へのメッセージ

1994年東京大学医学部医学科卒業。96年東京大学物療内科、2002年 医学博士、03年帝京大学医学
部内科学講座呼吸器・アレルギー学、16年6月から現職。日本アレルギー学会 気管支喘息ガイドライ
ン専門部会作成委員。

●帝京大学医学部内科学講座 呼吸器・アレルギー学 教授
長瀬 洋之（ながせ・ひろゆき）先生

　ぜん息の調子がよくても、軽い発作が起きるだけで気道のリモデリングが起こることがわかっ
てきました。私たちは、リモデリングが起こらないよう、ふだん調子がよくてもしっかり治療を
続けてくださいとお伝えしています。また、治療がうまくいっていれば、薬を減らしていきたい
と考えて治療にあたっています。
　現在の症状をなくすことと同時に、将来にわたってぜん息で困らないという観点から、日々の
治療目標を私たち医師と共有して、できれば、気道の様子を数字でみる呼吸機能検査を定期的に
受けていただき、最小限の治療でベストな効果を得られるよう、一緒にがんばっていきましょう。

　
近
年
、
高
用
量
の
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
や
複
数

の
薬
を
併
用
し
て
も
症
状
が
安
定
し
な
い
重
症
ぜ

ん
息
患
者
さ
ん
を
対
象
に
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
治

療
法
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
治
療
に

よ
っ
て
、
重
症
で
あ
っ
て
も
症
状
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
患
者
さ
ん
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
今
回

は
、
保
険
適
用
と
な
っ
て
い
る
気
管
支
熱
形
成
術

と
、
生
物
学
的
製
剤
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
治
療
に
は
、
次
の
よ
う
な

注
意
点
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
新
し
い
治
療
法
で
あ
る
た
め
、
効
果
の

持
続
期
間
や
安
全
性
な
ど
に
つ
い
て
、
ま
だ
不
明

な
点
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
治
療
を
希
望
す
る

場
合
に
は
、必
ず
主
治
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
医
療
費
が
高
額
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
お
住
ま
い
の
自
治
体
に
よ
る
補
助
や
医
療
費

控
除
、
高
額
療
養
費
制
度
な
ど
を
利
用
し
て
自
己

負
担
額
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
18
歳
未
満

の
患
者
さ
ん
は
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
に
よ
る
医

療
費
助
成
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
医
療
保
険

者
や
、
お
住
ま
い
の
自
治
体
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

気管支熱形成術 （気管支サーモプラスティ　BT：Bronchial thermoplasty）

気管支の中に内視鏡を入れて、先端に付い
た電極で気管支内側の平滑筋を 65度に温め
ます。温めることで、厚くなった平滑筋を
薄くして気管支を広げるとともに、発作時
に平滑筋が異常に収縮するのを抑えます。

18 歳以上の重症ぜん息患者さん

合計3回の治療を、3週間以上の間隔を空け
て行います。毎回、入院での治療になります。
※実施できる施設は限られています。まずは主治医に
ご相談ください。

内視鏡どんな治療？

対象は？

方法は？

重
症
ぜ
ん
息
の
新
し
い
治
療

電極
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1998年九州大学医学部卒業。同年5月から九州大学病院小児科。99年福岡市立こども病院・感染症センター、
2000年北九州市立医療センター、01年九州大学病院小児科、02年国立療養所南福岡病院小児科、08年国立
病院機構福岡病院臨床研究部呼吸生理研究室長、09年国立病院機構福岡東医療センター小児科医長を経て15
年から福岡市立こども病院総合診療科勤務。15年8月から現職。

●福岡市立こども病院 アレルギー・呼吸器科 科長
手塚 純一郎（てづか・じゅんいちろう）先生

　小児ぜん息は、子どもが小さいうちは保護者が治療の主人公ですが、病気の主人公はあくまで
も子ども自身です。子どもがぜん息を「自分のこと」として理解することが、治療の継続につな
がります。これだけ治療がよくなってきて症状を予防できる手段があるのに、症状が出ているの
は大変もったいない状況です。
　今の状態をあきらめない、あたりまえと思わないことが大切です。ガイドラインに基づいた「標
準治療」があることを知って、お医者さんに任せるだけではなく、患者さん自身も勉強しながら
知識をアップデートして、ぜん息のせいで将来、困ったことや不利益を被らなくてもいいように、
対策をとっていきましょう。

生物学的製剤

アレルギー反応の進行を抑制して、ぜん息の症状全般を抑える薬です。
抗 IgE 抗体、抗 IL-5 抗体、抗 IL-5 受容体α抗体の 3種類があります。

進歩するぜん息治療　～患者さんがぜん息治療の主役に～

お話をうかがった先生 読者へのメッセージ

どんな薬？

●アレルギー反応の起こり方

●生物学的製剤で治療すると

アレルゲン
が体の中に
入ってくる

アレルゲン
が体の中に
入ってくる

気道の収縮や
ぜん息発作が
現れる

症状が
抑えられる

アレルギー反応
出現

アレルギー反応
抑制

生物学的製剤が、
IgE抗体がマスト細
胞にくっつくのをブ
ロックしたり、好酸
球の数を減らしたり
して、炎症物質が出
るのを防ぐ

マスト細胞※1にIgE抗体※2が
くっつきアレルゲンと結合
➡ヒスタミン※3などの
　炎症物質が放出される

＊好酸球からも炎症物質が
　放出される

※1：アレルギー反応を起こす原因となる細胞。
※2：免疫に関係したタンパク質。体内にアレルゲンが侵入すると増加する。
※3：アレルギー症状を引き起こす物質。

マスト細胞

IgE抗体 炎症物質

アレルゲン

生物学的製剤

種 類 抗IgE抗体
（オマリズマブ製剤 商品名：ゾレアⓇ）

抗IL-5抗体
（メポリズマブ製剤 商品名：ヌーカラⓇ）

抗IL-5受容体α抗体
（ベンラリズマブ製剤 商品名：ファセンラⓇ）

対象は？

6 歳以上の 
重症ぜん息患者さん
＊�ぜん息の原因がアレルギー
であることがわかっている
（アレルゲンがはっきりして
いる）患者さんに、とくに
効果があるとされています。

12 歳以上の 
重症ぜん息患者さん
＊�血液中の好酸球がとくに多
い患者さんに効果があると
されています。

成人の
重症ぜん息患者さん 
（小児ぜん息には適応がありませ
ん）
＊�抗 IL-5 抗体と同様に、血液中
の好酸球がとくに多い患者さん
に効果があるとされています。

方法は？ 2週間または4週間に1回、�
注射します。 4週間に1回、注射します。

初回と4週間後、8週間後に1
回、それ以降は8週間ごとに
注射します。
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ぜ
ん
息
に
影
響
す
る

鼻
の
病
気

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
、副
鼻
腔
炎

　ぜ
ん
息
と
鼻
の
病
気
は
、
ど
ち
ら
も
空
気
の
通
り
道
で
あ
る

「
気
道
」で
起
こ
る
病
気
で
あ
る
た
め
、お
互
い
に
影
響
し
合
い
、

鼻
の
病
気
が
あ
る
と
ぜ
ん
息
が
悪
化
し
や
す
く
、
鼻
の
病
気
を

治
療
す
る
と
ぜ
ん
息
が
改
善
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
ぜ
ん
息
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
鼻
の
病
気

を
ど
う
管
理
す
れ
ば
よ
い
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、
埼
玉
医
科
大

学
呼
吸
器
内
科 

教
授
の
永
田
真
先
生
と
、
千
葉
大
学
大
学
院

医
学
研
究
院
小
児
病
態
学 

教
授
の
下
条
直
樹
先
生
に
お
話
を

う
か
が
い
ま
し
た
。

医療
トピックス

 

鼻
の
症
状
が
続
い
て
い
ま
せ
ん
か
？

アレルギー性鼻炎全体

季節性アレルギー性鼻炎
（花粉症）

29.8
39.4

0
有病率（%）

（鼻アレルギー診療ガイドライン2016）

アレルギー性鼻炎の有病率の変化

5040302010

1998年
2008年

19.6
29.8

通年性アレルギー性鼻炎 18.7
23.4

増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
鼻

の
症
状
が
あ
る
方
は
、
注
意
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
副
鼻
腔
に
炎
症
が
起

こ
る
「
副
鼻
腔
炎
」
も
、
小
児
、
成

人
を
問
わ
ず
、
ぜ
ん
息
患
者
さ
ん
に

よ
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
12
ペ
ー
ジ
以
降
で
、「
ア
レ
ル
ギ
ー

性
鼻
炎
」「
副
鼻
腔
炎
」
に
つ
い
て
、

詳
し
く
み
て
い
き
ま
す
。

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ぜ
ん
息
と
合
併
し
や
す
い
鼻
の
病

気
は
、「
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
」と「
副

鼻
腔
炎
」
で
す
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
が
原
因
で
起
こ
る
ぜ

ん
息
を
「
ア
ト
ピ
ー
型
ぜ
ん
息
」
と

い
い
ま
す
が
、
小
児
ぜ
ん
息
の
約
9

割
、
成
人
ぜ
ん
息
の
約
6
割
が
ア
ト

ピ
ー
型
ぜ
ん
息
で
す
。
そ
の
た
め
、

ぜ
ん
息
患
者
さ
ん
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー

に
よ
っ
て
起
こ
る
「
ア
レ
ル
ギ
ー
性

鼻
炎
」
を
高
い
確
率
で
合
併
し
ま
す
。

下
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
の
患
者
さ
ん
は
年
々
、

　
く
し
ゃ
み
や
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
な

ど
の
鼻
の
症
状
と
ぜ
ん
息
は
、
関
係

が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

ぜ
ん
息
患
者
さ
ん
は
高
い
確
率
で
ア

レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
な
ど
の
鼻
の
病
気

を
合
併
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
鼻

の
病
気
を
合
併
し
て
い
る
と
、
ぜ
ん

息
症
状
が
ひ
ど
く
な
っ
た
り
、
ぜ
ん

息
の
重
症
化
を
招
く
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

逆
に
、
鼻
の
病
気
を
治
療
す
る
こ
と

で
、
ぜ
ん
息
の
状
態
が
よ
く
な
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

両
方
の
治
療
を
同
時
に
進
め
て
い
く
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ぜ
ん
息
に
影
響
す
る

鼻
の
病
気

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
、副
鼻
腔
炎

　ぜ
ん
息
と
鼻
の
病
気
は
、
ど
ち
ら
も
空
気
の
通
り
道
で
あ
る

「
気
道
」で
起
こ
る
病
気
で
あ
る
た
め
、お
互
い
に
影
響
し
合
い
、

鼻
の
病
気
が
あ
る
と
ぜ
ん
息
が
悪
化
し
や
す
く
、
鼻
の
病
気
を

治
療
す
る
と
ぜ
ん
息
が
改
善
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
ぜ
ん
息
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
鼻
の
病
気

を
ど
う
管
理
す
れ
ば
よ
い
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、
埼
玉
医
科
大

学
呼
吸
器
内
科 

教
授
の
永
田
真
先
生
と
、
千
葉
大
学
大
学
院

医
学
研
究
院
小
児
病
態
学 

教
授
の
下
条
直
樹
先
生
に
お
話
を

う
か
が
い
ま
し
た
。

医療
トピックス

ぜん息と鼻の病気は
気道で起こる病気です

 

専
門
医
の
も
と
で

総
合
的
な
治
療
を

 
ぜ
ん
息
と
鼻
の
病
気
は
な
ぜ
影
響
し
合
う
の
？

　
私
た
ち
は
、
呼
吸
に
よ
っ
て
酸
素

を
取
り
入
れ
、
二
酸
化
炭
素
を
排
出

し
ま
す
。
こ
の
と
き
、
空
気
が
通
る

道
を
「
気
道
」
と
呼
び
ま
す
。
気
道

は
、
鼻
か
ら
の
ど
、
気
管
の
入
り
口

ま
で
を
指
す
上
気
道
と
、
気
管
、
気

管
支
、
肺
の
先
端
ま
で
を
指
す
下
気

道
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ん
息
は
下

気
道
の
炎
症
が
原
因
で
起
こ
る
病
気

で
、
鼻
炎
は
上
気
道
の
炎
症
が
原
因

　
ぜ
ん
息
治
療
を
継
続
し
て
い
る
の

に
な
か
な
か
ぜ
ん
息
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
な
い
場
合
に
は
、
く
し
ゃ
み

や
鼻
水
な
ど
鼻
の
症
状
が
出
て
い
な

い
か
、
鼻
の
病
気
が
悪
化
し
て
い
な

い
か
、
鼻
の
状
態
に
目
を
向
け
、
医

師
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。
ア
ト
ピ
ー
型

ぜ
ん
息
と
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
を
合

併
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
は
、
ア
レ

ル
ギ
ー
専
門
医
の
も
と
で
両
方
の
病

気
を
総
合
的
に
診
て
も
ら
う
こ
と
が

理
想
的
で
す
。

　
ぜ
ん
息
は
内
科
や
小
児
科
、
鼻
の

病
気
は
耳
鼻
科
に
通
っ
て
い
る
と
い

う
よ
う
な
場
合
に
は
、
薬
が
重
複
し

て
副
作
用
を
起
こ
す
お
そ
れ
な
ど
も

あ
り
ま
す
。
内
科
に
は
鼻
の
病
気
が

あ
る
こ
と
、
耳
鼻
科
に
は
ぜ
ん
息
が

あ
る
こ
と
を
伝
え
、
薬
が
重
複
し
て

い
な
い
か
な
ど
、
医
師
に
確
認
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

上
気
道

下
気
道

●アレルギー性鼻炎
　➡ P.12,13
●副鼻腔炎
　➡ P.15

下気道の炎症で
起こる病気

●ぜん息
●気管支炎

上気道の炎症で
起こる鼻の病気

で
起
こ
る
病
気
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、

ぜ
ん
息
と
鼻
の
病
気
は
、
同
じ
気
道

の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
た
め
影
響
し

合
う
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年

で
は
、
気
道
全
体
を
ひ
と
つ
の
器
官

と
と
ら
え
て
、
気
道
で
起
こ
っ
て
い

る
病
気
は
総
合
的
に
診
察
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
広

ま
っ
て
い
ま
す
。

　鼻の病気があると鼻の通りが悪くなって“口呼吸”に
なりがちです。しかし、口呼吸は、冷たく乾いた空気や
煙などの刺激を吸い込みやすくなり、ぜん息発作の原因
になります。また、空気中のほこりなどが鼻でトラップ
されずに下気道に到達してしまうことで、ぜん息が悪化
するおそれもあります。がまんせずに鼻をかんだり、マ
スクを着用するなどして、アレルゲンを含む各種の刺激
を避けることも心がけましょう。

気管支

気管

のど

鼻

自分でできるふだんからの鼻のケア
● がまんせず鼻をかみ、刺激を避ける

　生理食塩水を使って鼻の中を流す「鼻洗
い（鼻うがい）」は、鼻水を流したり、鼻
の中のアレルゲンを取り除いたりするため、
鼻炎の症状を和らげる効果があるという研
究結果があります。
　さまざまな道具が市販されていますが、
まずは、やり方などを医師や看護師に相談
してみましょう。

● 鼻洗いでアレルゲンを取り除く
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＊ 

出
典
：
日
本
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会
（
2
0
1
8
）

『
喘
息
予
防
・
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
2
0
1
8
』

協
和
企
画
．

ぜん息治療にも共通しますが、自分のアレルギーの原因（アレルゲン）がわかっていて、そのアレルゲ
ンを吸い込むと明らかに症状が出るという場合には、できる範囲でアレルゲンを避ける工夫が必要です。

アレルギー性鼻炎のおもな症状であ
る、くしゃみ、鼻水、鼻づまりの症
状を抑える薬による治療が行われま
す。症状の種類や程度によって、薬
の種類や量が決定されます。

ダニに対するアレルギー体質を根本
から治療する方法です。
近年は、錠剤を使った「舌下免疫療法」
も使用可能になっています。
詳しくは　　　　 をご参照ください。

・アレルゲンを避ける

・薬物治療 ・ダニによる鼻炎に対する
アレルゲン免疫療法

アレルゲンを回避する工夫については、
こちらもご覧ください

 小児ぜん息の方は
➡こちら➡

成人ぜん息の方は
➡こちら➡

症 状

・くしゃみ
・水のような鼻水
・鼻づまり　など

①アレルギー性鼻炎

　季節にかかわらず一年を通して存在する、ダニやカビ、ネコやイヌなどに対するアレルギー
が原因で起こる鼻炎です。なかでもダニは日本人にとって最大のアレルゲンです。

通年性アレルギー性鼻炎

治 療

➡ P.14

　
ア
レ
ル
ギ
ー
が
原
因
で
鼻
の

粘
膜
に
炎
症
が
起
こ
る
「
ア
レ

ル
ギ
ー
性
鼻
炎
」
は
、
小
児
ぜ

ん
息
患
者
さ
ん
で
70
％
以
上
、

成
人
ぜ
ん
息
患
者
さ
ん
で
40
％

以
上
に
合
併
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す

＊
。
と
く
に
小
児

は
、
ア
ト
ピ
ー
型
ぜ
ん
息
の
患

者
さ
ん
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
た

め
、
合
併
率
も
高
く
な
り
ま
す
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
は
、
原

因
と
な
る
ア
レ
ル
ゲ
ン
に
よ
っ

て
2
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
一

年
を
通
し
て
症
状
が
現
れ
る

「
通
年
性
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
」

と
、
一
定
の
時
期
に
だ
け
現
れ

る
「
季
節
性
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
（
花
粉
症
）」
で
す
。

　
ア
レ
ル
ゲ
ン
に
よ
っ
て
対
処

法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
鼻
の

調
子
が
悪
い
な
と
感
じ
た
ら
、

血
液
検
査
を
受
け
て
自
分
の
ア

レ
ル
ゲ
ン
は
何
な
の
か
、
調
べ

て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

自分でできる対策

こまめに掃除機をかける 部屋の換気をよくする

など

ダニが
アレルゲンの
場合

天気のいい日は布団を干して、
その後、掃除機をかける

ぬいぐるみはよく洗濯する
（一緒に眠らない）

小児　悪化因子対策 検索 成人　悪化因子対策　室内 検索
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季節ごとの花粉
冬～春の花粉 春～夏の花粉 秋の花粉

・スギ
・ヒノキ
・ハンノキ
・シラカンバ

・カモガヤ
・オオアワガエリ

・カモガヤ
・オオアワガエリ
・ブタクサ
・ヨモギ
・カナムグラ

通年性アレルギー性鼻炎と同
様に、くしゃみ、鼻水、鼻づ
まりの症状を抑える薬による
治療が行われます。花粉症の
場合、目のかゆみなどアレル
ギー性結膜炎の症状が現れる
ことがあり、目薬が処方され
ることもあります。

・薬物治療

家の外で花粉を吸入しない、家の中に花粉を持ち込まない工夫を心がけましょう。また、花粉の飛散時期はでき
るだけ外出を控えることも必要です。

・花粉を避ける

など

スギに対するアレルギー体質
を根本から治療する方法です。
詳しくは　　　　をご参照く
ださい。

・スギ花粉症に対する
アレルゲン免疫療法

外出するときには、
マスク、メガネやゴー
グルを着ける

花粉が付着しにくい
ツルツルした素材の
洋服を着る

花粉の時期は窓を閉めて
おく。換気は短時間にと
どめる

家に入る前に、衣類につ
いた花粉を払い、室内に
持ち込まない

症 状

➡ P.14

自分でできる対策

季節性アレルギー性鼻炎（花粉症）
　日本で花粉症の原因となるのは、スギ花粉がもっとも多く、そのほかヒノキ、ブタクサ、ヨモ
ギなどさまざまです。2016年に東京都が行った調査＊では、都内におけるスギ花粉症有病率が
48.8％と推定されるなど、地域差はあるものの花粉症患者さんは年々増加しています。また、こ
れまで花粉症は10～20歳代で発症することが多いとされていましたが、近年では低年齢化がすす
み、5歳未満での発症も多くなっています。
＊ 2016年花粉症実態調査 東京都

・くしゃみ
・水のような鼻水
・鼻づまり
・目のかゆみ、充血
など

治 療

13〈すこやかライフ No.53〉



　ぜん息患者さんで、鼻の症状にお気づきの場合には、ぜひ一度、主治医の先生にご相談
するのがよいと思います。鼻の調子が悪いことで集中力が落ち、学校のテストの成績が落
ちてくるというデータもあります。ぜん息と鼻炎のいずれかがコントロール不十分な場合
には、アレルゲン免疫療法の可能性も含めて、専門的な治療が可能なアレルギー専門医に
相談されるのがよい手だと思います。アレルギーによるぜん息と鼻の病気のトータルなコ
ントロール良好状態を目指してください。

◦ 花粉症やぜん息の原因が、何のアレルゲンによるものかの確認が大切です。必ずア
レルゲンを調べたうえで、治療を開始します。

◦ すべての患者さんに効果があるわけではありません。アレルゲンが複数ある場合には、
効果が出にくいことがあります。

◦ 治療には長期間（3～5年）かかり、すぐに効果が現れるわけではありません。
◦ アレルゲンを投与するため、注射部位の腫れや、口の中の違和感などの副作用が比較

的高い確率でみられます。また、ごくまれに重篤な副作用が起こることがあります。

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
を
改
善
す
る
ア
レ
ル
ゲ
ン
免
疫
療
法

　
ア
レ
ル
ゲ
ン
免
疫
療
法
と
は
、
体

の
ア
レ
ル
ゲ
ン
に
対
す
る
反
応
（
免

疫
反
応
）
を
変
え
る
こ
と
で
、
体
に

免
疫
力
を
つ
け
て
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

を
起
こ
し
に
く
く
す
る
、
ア
レ
ル

ギ
ー
を
根
本
か
ら
治
す
可
能
性
の
あ

る
治
療
法
で
す
。

　
ア
レ
ル
ゲ
ン
免
疫
療
法
に
よ
っ
て
、

花
粉
症
や
ぜ
ん
息
な
ど
の
症
状
が
長

ア
レ
ル
ゲ
ン
免
疫
療
法

に
つ
い
て
詳
し
く
は

こ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い

アレルゲン免疫療法を受ける前に
知っておきたいこと

アレルゲン免疫療法の対象と方法

＊1　 ぜん息治療の場合は、現在のところ皮下免疫療法のみが保険適用です。ただし、
鼻炎が合併している場合には、舌下免疫療法で同時に治療できることがあり
ますので、アレルギー専門医にご相談ください。

＊2　 乳児または5歳未満の幼児に対する安全性は確立していません。また、適切
に舌下投与できると判断された場合にのみ行われます。

・花粉症の原因が「スギ花粉」であることが明らか
な患者さん（「スギ花粉」に対するアレルゲン免疫
療法の場合）

・ぜん息＊1もしくはアレルギー性鼻炎の原因が「ダニ」
であることが明らかな患者さん（「ダニ」に対するア
レルゲン免疫療法の場合）

対象

皮下
免疫療法

・アレルゲンエキスを皮下に
注射します。

・5歳以上の患者さんが対象で
す。

舌下
免疫療法

・舌の下にエキスをたらしたり、
錠剤を入れたりします。

・錠剤を使用する場合は、医師
に舌下投与が可能と判断さ
れれば通常は5歳から＊2、エ
キスを使用する場合は、12歳
以上が対象です。

お話をうかがった先生 読者へのメッセージ

1983年埼玉医科大学卒業。92〜 95年米国ウィスコンシン大学アレルギー科に留学。
2005年から現職。09年から埼玉医科大学病院 アレルギーセンター長を兼任。

●埼玉医科大学呼吸器内科 教授

永田 真（ながた・まこと）先生

期
に
わ
た
っ
て
抑
え
ら
れ
た
り
、
い

ま
使
用
し
て
い
る
花
粉
症
や
ぜ
ん
息

の
薬
が
減
っ
た
り
、
新
た
な
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
効
果

も
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
下
記

の
よ
う
な
注
意
点
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
専
門
医
の
も
と
、
十

分
な
説
明
を
受
け
た
う
え
で
治
療
に

臨
み
ま
し
ょ
う
。

方法

医療トピックス　46号　WEB 版 検索
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お話をうかがった先生 読者へのメッセージ

1979年千葉大学医学部卒業。87〜 89年米国国立衛生研究所研究員。2013年から
現職。15年から千葉大学医学部附属病院アレルギーセンター長を兼任。
NPO 法人千葉アレルギーネットワーク理事長。

●千葉大学大学院医学研究院小児病態学 教授

下条 直樹（しもじょう・なおき）先生

　アレルゲンを避けることも大切ですが、アレルギー疾患の予防には、日常の生活習慣も重
要ということが少しずつわかってきています。まだよくわかっていないことも多くあります
が、アレルゲンが入ってくる場所である皮膚や呼吸器、腸管のバリアを壊すような生活をせ
ず、生活習慣病を予防するのと同じように、旬のものを食べたり、栄養バランスに気をつけ
たりしながら日常生活を送っていくことが、アレルギー疾患の予防において大事なのではな
いかと考えています。

おもに抗生物質やステロイド薬を
使った薬物療法が行われます。
鼻ポリープがある場合には、鼻ポ
リープを切除する内視鏡を使った手
術療法が行われることもあります。

治 療

好
酸
球
性
副
鼻
腔
炎

　
と
く
に
成
人
ぜ
ん
息
患
者
さ
ん
の
場

合
、
気
道
に
好
酸
球
と
い
う
白
血
球
の

一
種
が
増
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
好
酸
球
が
副
鼻
腔
に
増
え
、
粘
膜

が
傷
つ
い
て
起
こ
る
の
が
好
酸
球
性
副

鼻
腔
炎
で
す
。
治
療
が
難
し
く
治
り
に

く
い
た
め
、
副
鼻
腔
炎
の
症
状
、
と
く

に
嗅
覚
低
下
が
み
ら
れ
た
ら
、
早
め
に

医
師
に
相
談
し
検
査
や
治
療
を
開
始
し

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
こ
の
好
酸
球
性
副
鼻
腔
炎
の

あ
る
患
者
さ
ん
の
う
ち
、
約
半
数
が
非

ス
テ
ロ
イ
ド
性
抗
炎
症
薬（N

SAID
s

：

エ
ヌ
セ
イ
ズ
）
に
過
敏
に
反
応
し
て
し

ま
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
す
る
と
、

ア
ス
ピ
リ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
解
熱
鎮

痛
薬
を
服
用
し
た
と
き
に
、
非
常
に
強

い
ぜ
ん
息
症
状
と
鼻
症
状
を
引
き
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
［
ア
ス
ピ
リ
ン
ぜ

ん
息
（
解
熱
鎮
痛
薬
ぜ
ん
息
）
と
呼
び

ま
す
］。
解
熱
鎮
痛
薬
を
使
用
す
る
場

合
は
、
必
ず
医
師
や
薬
剤
師
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

副鼻腔

膿や分泌物がたまる

健康な状態

副鼻腔炎の状態

　
副
鼻
腔
炎
は
、
副
鼻
腔
と
呼
ば
れ

る
両
目
の
間
や
額
、
ほ
お
の
下
な
ど
、

鼻
の
ま
わ
り
に
あ
る
空
洞
に
炎
症
が

起
こ
り
、
膿
や
分
泌
物
が
た
ま
っ
て

し
ま
う
病
気
で
す
。
蓄ち

く
の
う
し
ょ
う

膿
症
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。
か
ぜ
な
ど
の
感
染
症
に

か
か
っ
た
と
き
急
性
の
副
鼻
腔
炎
が

起
こ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、

慢
性
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
成

人
の
ぜ
ん
息
患
者
さ
ん
に
多
く
み
ら

れ
ま
す
が
、
小
児
で
も
合
併
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
慢
性
副
鼻
腔
炎
は
、
ぜ
ん
息
を
治

り
に
く
く
し
た
り
、
重
症
化
さ
せ
た

り
す
る
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ん
息
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

状
態
が
悪
い
と
き
に
は
、
副
鼻
腔
炎

が
合
併
し
て
い
な
い
か
を
調
べ
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

②副鼻腔炎

ア
ス
ピ
リ
ン
ぜ
ん
息

（
解
熱
鎮
痛
薬
ぜ
ん
息
）

に
つ
い
て
詳
し
く
は

こ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い

・嗅覚低下（食事の匂いがわからないなど）
・鼻づまり、ねばりのある鼻水
・頭痛、集中力の低下　など
副鼻腔の粘膜にポリープ（鼻

はなたけ
茸）ができる

ことが多いのも特徴です。

症 状

成人　アスピリン 検索
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曳ひ
き
舟ふ
ね
小
学
校
で
は
、
卵
・
乳
ア
レ
ル

ギ
ー
の
あ
る
5
年
生
の
女
子
児
童
・
A

さ
ん
が
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

の
思
い
を
つ
づ
っ
た
作
文
を
発
表
し
ま

し
た
。
こ
の
企
画
を
考
え
た
の
は
、
養

護
教
諭
の
小こ

瀬ぜ

良ら

初
代
先
生
で
す
。

「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
児
童
が
増

え
、
学
校
側
は
誤
食
が
起
き
な
い
よ

う
、
必
死
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
や
そ
の
保
護

者
の
方
々
は
、
ど
ん
な
思
い
で
い
る

の
だ
ろ
う
、
そ
の
気
持
ち
を
み
ん
な

に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

A
さ
ん
の
発
表
と
併
せ
て
、
学
校

医
の
先
生
が
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
説
明

も
行
い
ま
し
た
。

A
さ
ん
は
、
牛
乳
の
し
ず
く
が
肌

に
触
れ
た
だ
け
で
症
状
が
出
る
ほ
ど
重

症
だ
っ
た
の
で
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
、

給
食
時
に
牛
乳
を
A
さ
ん
か
ら
離
し

みんなが楽しめる給食のために
学校での食物アレルギー教育

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
と
、

保
護
者
の
方
の
思
い
と
は
…

　食物アレルギーのある児童生徒の数は年々増加して
おり、給食や調理実習など、学校生活の中で、適切
な配慮が必要な場面が増えてきています。
　こうしたなかで食物アレルギーのある児童生徒が安
全で楽しい学校生活を送るためには、周囲の児童生徒
も食物アレルギーを理解し、助け合うことが大切です。
　そこで今回は、学校での食物アレルギー教育につい
て、3つの取り組み事例を紹介します。

て
置
い
た
り
、
当
番
を
代
わ
っ
た
り
す

る
な
ど
の
配
慮
は
し
て
い
た
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
の
知
識
に
乏
し
く
、
先
生

の
指
示
に
従
っ
て
は
い
る
も
の
の
、「
な

ぜ
」
配
慮
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、

よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
A

さ
ん
の
本
当
の
気
持
ち
も
、
ご
く
親
し

い
友
人
以
外
、
知
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
。
ま
し
て
や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
児

童
が
い
な
か
っ
た
り
、
軽
症
の
児
童
し

か
い
な
か
っ
た
り
す
る
他
の
ク
ラ
ス
で

は
、
理
解
も
配
慮
も
で
き
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

「
子
ど
も
の
『
な
ぜ
』
に
答
え
る
こ

と
で
、
初
め
て
子
ど
も
は
本
当
に
納
得

し
て
行
動
し
、
そ
の
行
動
は
定
着
し
ま

す
。
A
さ
ん
の
『
気
持
ち
』
の
発
表

と
併
せ
て
、
こ
の
『
な
ぜ
』
に
答
え
る

こ
と
で
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
知
識
と

配
慮
を
全
校
に
広
げ
る
の
が
、
こ
の
企

画
の
狙
い
で
し
た
」
と
、
小
瀬
良
先
生

は
語
り
ま
す
。

事
例
①　
墨
田
区
立
曳
舟
小
学
校
〔
東
京
都
〕

ひ
と
り
の
児
童
の
発
表
を

学
校
全
体
の
取
り
組
み
の
き
っ
か
け
に
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し
て
感
じ
取
っ
て
く
れ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」
と
、
小
瀬
良
先
生
は
話

し
ま
す
。

　

発
表
は
、
2
0
1
7
年
10
月
、
児

童
朝
会
の
時
間
を
利
用
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

最
初
に
、
保
健
給
食
委
員
の
児
童

が
、「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
は
原
因

食
物
が
入
っ
た
食
事
を
と
る
と
症
状
が

出
て
、
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
原
因
食
物
を
除
い
た
給
食

を
用
意
し
て
、
そ
れ
が
ひ
と
目
で
わ
か

る
よ
う
に
、
他
の
給
食
と
は
違
う
色
の

食
器
や
ト
レ
ー
を
使
う
必
要
が
あ
る
ん

で
す
」
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
、
次
に
、

学
校
医
の
西
島
由
美
先
生
が
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
の
仕
組
み
を
説
明
し
ま
し
た
。

続
い
て
A
さ
ん
が
壇
上
に
立
ち
、

「
気
持
ち
」
を
発
表
。
A
さ
ん
の
お
母

さ
ん
か
ら
の
手
紙
も
保
健
給
食
委
員
の

児
童
が
読
み
上
げ
ま
し
た
。

「
児
童
た
ち
に
と
っ
て
は
、『
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
の
あ
の
子
』『
上
級
生
の
、
あ

の
お
姉
さ
ん
』『
い
つ
も
見
か
け
る
あ

の
子
』
が
、
生
の
声
で
語
っ
て
く
れ
た

こ
と
で
感
動
し
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と

い
う
も
の
を
、
本
当
に
身
近
な
も
の
と

身
近
に
い
る「
あ
の
子
」が

生
の
声
で
気
持
ち
を
伝
え
る

●
A
さ
ん
の
発
表

　皆さんは、レストランでメニューを決める時、どこをみますか？
写真を見ておいしそうだなと思った物を注文するのではないでしょ
うか？　食材に何が使われているのか、気にしたことはありますか？
　食物アレルギーのある人は、まず、食べられる物があるかどうか
を確認しなくてはなりません。
　お店のホームページに原材料を載せてくれている所もありますが、
お店で直接確認するときは、対応してもらえずあきらめることもあ
ります。
　それでも最近は、低アレルゲンメニューがある店も増えてきて、
場所は限られますが外でごはんを楽しむこともできます。

　食物アレルギーの人は、口に入れる物やふれる食材に気をつけて
いれば普通に生活できます。ただ、どうしてもみんなと同じ食事が
食べられず、家のお弁当だったり、お菓子の交換ができなかったり
することはあります。
　そんな時には、どうか「変な子だな」と思わないでください。周
りにそういう子がいたら、食物アレルギーという体質があることを
ちょっとだけ思い出してもらえたらうれしいです。
　最後になりましたが、いつも娘の周りで気づかってくださる先生方、
お友達のみなさん、ありがとうございます。みなさんに見守られて毎
日楽しく、安心して学校生活が送られること、本当に感謝しています。

Aの母より

● Aさんのお母さんからの手紙

小瀬良先生から、読者の皆さんへ
　Aさんの発表とお母さんからの
手紙は、食物アレルギーのあるお
子さんとそのご家族の気持ちが、
読者の皆さんへもやさしく伝わる
ことと思います。
　また、食物アレルギーがあるこ
とを否定的にとらえるだけではな
く、Aさんと同じようなお子さん
やそのご家族にとっても、勇気づ
けられる内容ではないでしょうか。
ぜひ、お子さんと一緒に読んでみ
てください。

保健給食委員会の児童が説明に
使ったパワーポイントの一部。
アレルギー反応の仕組みや、除
去食の食器、トレーは、色を変
えていることを説明している

イラスト：㈱少年写真新聞社 SeDoc
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繰
り
返
し
児
童
へ
の
指
導
を

続
け
る
こ
と
が
重
要

A
さ
ん
の
発
表
と
お
母
さ
ん
か
ら

の
手
紙
は
、
児
童
だ
け
で
な
く
教
職
員

の
心
も
動
か
し
ま
し
た
。

同
校
で
は
エ
ピ
ペ
ン
®
の
実
技
を
含

む
、
教
職
員
向
け
の
研
修
を
年
2
回

行
っ
て
い
ま
す
が
、
小
瀬
良
先
生
は
、

実
際
に
対
象
児
童
を
も
つ
担
任
と
そ
う

で
な
い
担
任
と
で
は
、
問
題
の
と
ら
え

方
や
切
実
さ
に
温
度
差
を
感
じ
る
こ
と

が
あ
る
そ
う
で
す
。
し
か
し
、「
こ
う

し
た
温
度
差
も
、
A
さ
ん
の
発
表
で
、

多
少
は
埋
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
」
と
の
こ
と
で
す
。

そ
の
一
方
で
先
生
は
、
児
童
に
は
、

今
後
も
繰
り
返
し
、
発
達
段
階
に
応
じ

た
指
導
を
行
っ
て
い
く
必
要
性
も
感
じ

て
い
る
そ
う
で
す
。

「
今
、
目
の
前
に
い
る
子
ど
も
た
ち

に
、
大
人
に
な
っ
て
も
健
康
へ
の
意

識
を
持
ち
続
け
て
も
ら
う
こ
と
が
、

私
た
ち
養
護
教
諭
の
役
割
で
す
。
中

学
や
高
校
に
進
学
し
た
り
就
職
し
た

り
し
て
も
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
理

解
し
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
人
が
い

　
市い
ち
毛げ

小
学
校
で
は
、
文
部
科
学
省
か

ら
『
学
校
給
食
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
指
針
』が
示
さ
れ
る
前
か
ら

全
国
に
先
が
け
て
、
全
職
員
一
丸
と

な
っ
て
誤
食
事
故
防
止
や
緊
急
時
対
応

な
ど
の
体
制
を
整
え
て
き
ま
し
た
。
そ

の
一
環
と
し
て
児
童
へ
の
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
教
育
に
も
力
を
入
れ
、
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
を
理
解
し
た
児
童
た
ち
は
、
事

故
防
止
の
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ
う
な
人
に
育
っ

て
ほ
し
い
で
す
」
と
語
り
ま
す
。

ま
た
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
児
童
に

は
、「
A
さ
ん
の
よ
う
に
、
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
で
あ
る
こ
と
を
前
向
き
に
と
ら

え
る
姿
勢
や
、
自
分
の
思
い
を
は
っ
き

り
と
人
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
強
さ
を

身
に
つ
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
、

希
望
を
託
し
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
卵
、
牛
乳
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
食
物
に
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
っ
た
Ｂ

さ
ん
の
存
在
で
し
た
。
当
時
、
ま
だ
低

学
年
だ
っ
た
Ｂ
さ
ん
は
、
原
因
食
物
に

触
れ
た
だ
け
で
症
状
が
出
る
ほ
ど
で
し

た
が
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
ま
だ
幼
く
、

知
識
も
な
か
っ
た
た
め
、
い
つ
事
故
が

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
で
し
た
。

「
給
食
時
間
は
本
当
に
心
配
で
、
担

任
の
先
生
も
深
刻
に
悩
ん
で
お
り
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
指
導
が
急
が
れ
ま
し
た
」

こ
う
語
る
の
は
、
養
護
教
諭
の
先
生

と
と
も
に
、
体
制
づ
く
り
の
中
心
と

な
っ
た
栄
養
教
諭
の
樋
口
教
子
先
生

（
現
在
は
、
水
戸
市
立
三
の
丸
小
学
校

勤
務
）で
す
。

樋
口
先
生
は
ま
ず
、
Ｂ
さ
ん
の
ク
ラ

ス
で
、
給
食
前
の
時
間
に
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

こ
の
と
き
、
低
学
年
の
児
童
で
も
わ
か

り
や
す
い
よ
う
に
、
ク
ラ
ス
で
罹
患
し

て
い
る
児
童
が
多
い
花
粉
症
に
た
と
え

曳舟小学校・保健給食委員会の発表で、食物アレルギーの説明をする学校医の西島
由美先生（にしじま小児科院長）

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
花
粉
症
と

同
じ
で
特
別
な
こ
と
で
は
な
い

事
例
②　
ひ
た
ち
な
か
市
立
市
毛
小
学
校
〔
茨
城
県
〕

学
校
全
体
で
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
児
童
を
守
る

校内研修のロールプレイで、エピペン®使用時の役
割分担をシミュレートする、市毛小学校の教職員
の皆さん
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て
、
決
し
て
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
点

を
強
調
し
た
そ
う
で
す
。

「
花
粉
症
の
子
は
、
花
粉
が
体
の
中

に
入
る
こ
と
で
、
鼻
水
が
出
た
り
目
が

か
ゆ
く
な
っ
た
り
す
る
よ
ね
。
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
の
子
も
、
あ
る
決
ま
っ
た
食

べ
物
を
食
べ
た
と
き
に
、
具
合
が
悪
く

な
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
。
原
因
が
花
粉
か
食

べ
物
か
の
違
い
だ
け
で
、
同
じ
仲
間
な

ん
だ
よ
」

そ
の
う
え
で
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

子
が
み
ん
な
と
違
う
給
食
を
食
べ
る
の

は
、
花
粉
症
の
子
が
マ
ス
ク
で
花
粉
を

防
ぐ
の
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し

ま
し
た
。
他
に
も
、
給
食
の
と
き
は
牛

乳
な
ど
が
Ｂ
さ
ん
に
か
か
ら
な
い
よ
う
、

ふ
ざ
け
ず
行
儀
よ
く
食
べ
る
よ
う
繰
り

返
し
指
導
し
た
り
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

の
あ
る
児
童
の
体
調
が
悪
そ
う
な
と
き

は
、
周
囲
の
大
人
に
声
を
か
け
る
よ
う

に
お
願
い
し
た
り
し
ま
し
た
。

「
子
ど
も
に
も
わ
か
る
よ
う
に
説
明

し
た
こ
と
で
、『
学
校
全
体
で
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
子
を
み
ん
な
で
守
っ

て
い
こ
う
』
と
い
う
意
識
が
強
く
な
っ

て
い
き
ま
し
た
」
と
、
樋
口
先
生
は
語

り
ま
す
。

Ｂ
さ
ん
の
学
年
で
は
、
進
級
の
ク
ラ

ス
替
え
の
た
び
に
、
樋
口
先
生
が
Ｂ
さ

ん
の
ク
ラ
ス
で
説
明
す
る
機
会
も
設
け

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
高
学
年
に
な
る

と
、
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
に
詳
し
く
な
り
、
Ｂ
さ
ん
と
接
し

た
経
験
も
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
う
な
る
と
児
童
た
ち
は
、「
い
た

だ
き
ま
す
」
の
前
に
率
先
し
て
献
立
表

を
見
て
、
Ｂ
さ
ん
が
食
べ
て
も
大
丈
夫

か
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
り
、
家
庭
科
の

調
理
実
習
で
Ｂ
さ
ん
と
同
じ
班
に
な
っ

た
ら
、
原
因
食
物
が
含
ま
れ
て
い
な
い

か
、
み
ん
な
で
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
と
、

担
任
が
「
私
よ
り
し
っ
か
り
し
て
い
る
」

と
驚
く
ほ
ど
的
確
な
配
慮
を
、
自
然
に

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

樋
口
先
生
は
、「
子
ど
も
た
ち
っ
て
、

す
ご
い
ん
で
す
よ
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

繰
り
返
し
指
導
し
て
い
け
ば
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
の
子
を
特
別
視
せ
ず
、
自
然

に
接
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
そ

れ
は
、
他
の
病
気
や
発
達
障
害
な
ど
で

も
同
じ
な
ん
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

お
い
し
く
楽
し
い「
皆
が
食
べ
ら
れ
る
学
校
給
食
の
日
」

事
例
③　
尾
張
旭
市
教
育
委
員
会
〔
愛
知
県
〕

　
尾
張
旭
市
教
育
委
員
会
で
は
、「
皆

が
食
べ
ら
れ
る
学
校
給
食
の
日
」を
実

施
し
て
い
ま
す
。
お
か
ず（
主
菜・副
菜
）

と
汁
物
に
特
定
原
材
料
7
品
目
を
使
わ

ず
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
児
童
生
徒
も

皆
と
同
じ
食
事
を
と
る
と
い
う
こ
の
取

り
組
み
は
2
0
1
3
年
度
に
始
ま
り
、

現
在
は
月
2
回
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

栄
養
教
諭
の
浅
野
絵
梨
先
生
は
、
そ

の
教
育
的
効
果
に
つ
い
て
、
こ
う
話
し

ま
す
。「
あ
る
小
学
校
の
ク
ラ
ス
で
は
、

普
段
か
ら
、
担
任
と
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

の
児
童
本
人
だ
け
で
な
く
、
ク
ラ
ス
全

員
で
献
立
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
こ
の

日
が
来
て
献
立
が
読
み
上
げ
ら
れ
る

と
、
ク
ラ
ス
全
体
か
ら
自
然
と
拍
手
が

わ
き
起
こ
り
ま
す
。
み
ん
な
で
同
じ
食

事
を
食
べ
ら
れ
る
こ
と
へ
の
喜
び
は
、

大
き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

一
方
、
同
じ
く
栄
養
教
諭
の
曽
根
規

容
子
先
生
は
「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
普

段
、
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
い
ク
ラ
ス

で
も
、
こ
の
日
は
、『
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

の
あ
る
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
い
る
』と
い

う
こ
と
を
改
め
て
確
認
す
る
機
会
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
ま
た
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
児
童
生

徒
に
と
っ
て
は
、
皆
と
同
じ
物
を
食
べ

る
喜
び
を
通
し
て『
食
べ
ら
れ
る
物
を

増
や
し
た
い
』と
い
う
気
持
ち
が
芽
生

え
、
治
療
を
進
め
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
」と
い
い

ま
す
。

両
先
生
と
も
、
皆
が
楽
し
く
食
べ
ら

れ
る
よ
う
、
7
品
目
を
使
わ
な
い
だ
け

で
は
な
く
、
味
に
も
見
た
目
に
も
こ
だ

同
じ
お
か
ず
を
食
べ
る
こ
と
が

「
喜
び
」「
気
づ
き
」を
も
た
ら
す毎月の献立表は、「皆が食べられ

る学校給食の日」がひと目でわか
るようになっている

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る

児
童
へ
の
配
慮
が
当
た
り
前
に
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わ
っ
た
献
立
づ
く
り
を
心
が
け
て
い

る
そ
う
で
す
。
7
品
目
す
べ
て
を
使

わ
な
い
副
食
を
つ
く
る
に
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
タ
ン
パ
ク
質
を
い
か
に
確

保
す
る
か
な
ど
困
難
も
伴
い
ま
す
。

し
か
し
、
同
市
の
給
食
は
、
普
段
か

ら
7
品
目
を
な
る
べ
く
使
わ
な
い
配

慮
を
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
下
地
が

あ
っ
て
こ
そ
、
月
2
回
の
実
施
が
実

現
で
き
た
と
い
え
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
配
慮
に
は
、

注
意
す
べ
き
点
も
あ
る
と
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
所
長
の
鬼
頭
純
子
さ
ん
は
語

り
ま
す
。「
給
食
で
は
、
保
護
者
・
学

校
・
給
食
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
て
原
因

食
物
を
除
去
し
て
い
ま
す
が
、
社
会
に

出
た
ら
、
食
べ
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
自

分
で
判
断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
児
童
生
徒
に
は
、

皆
で
食
べ
る『
楽
し
さ
』を
知
っ
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
自
分
で
判
断
す
る
力

も
身
に
つ
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

同
市
で
は
、
公
立
の
保
育
所
・
小
学

校
に
通
う
園
児
・
児
童
た
ち
を
対
象
と

し
た
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
教
育
も
行
っ
て

い
ま
す
。

教
材
は
、
静
止
画
に
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
加
え
た
「
電
子
紙
芝
居
」
で
す
。
卵

ア
レ
ル
ギ
ー
の
主
人
公
・
ミ
ミ
ち
ゃ
ん

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が

現
れ
る
絵
を
示
し
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

の
子
が
普
通
の
給
食
を
食
べ
ら
れ
な
い

の
は
、「
好
き
嫌
い
」
で
は
な
く
、「
危

険
だ
か
ら
」
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い

ま
す
。

曽
根
先
生
は
、「
就
学
前
の
保
育
園

児
の
と
き
か
ら
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
教
え
る
こ
と
で
、
成
長
す
る
に

つ
れ
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
理
解
が

よ
り
進
む
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

園児たちが電子紙芝居で食物アレルギーの仕組みを学ぶ
様子

就
学
前
か
ら
の
教
育
で

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
理
解
を
深
め
る

プロフィール：1974年名古屋大学医学部卒業。米国食品医薬品局（FDA）留学、名古屋大学医学部助手、藤田保健衛
生大学（現・藤田医科大学）助教授、同大学坂文種報徳會病院（現・藤田医科大学ばんたね病院）小児
科教授などを経て、2016年、愛知県尾張旭市に「うりすクリニック」を開業。藤田医科大学客員教授
も務める。

● うりすクリニック名誉院長／尾張東部アレルギー研究所所長

宇理須 厚雄 （うりす・あつお）先生

＊総 評

「食の楽しみ」に向けた取り組みの広がりを

　食物アレルギーのある子どもにとって、代替食や弁当持参といった「人と違うこと」は、時に大きなス
トレスになることがあります。また、周囲の子どもは、その違いを見つけ、悪意なく心ない言葉をかけ
てしまうことがあるので、学校教育においては、違いを理解し、認め合う姿勢を教えることが重要です。
　学校や世の中には、食物アレルギーだけでなく、腎臓病や糖尿病などさまざまな人が、各々に合った食
事をとることで健康を守っています。
　この事実を子どもたちにきちんと教えることが大事です。教育関係者の方々には、こうした教育を粘り強
く続けていただきたいところです。また、給食の提供に当たっては、安全の確保が第一ですが、それと併
せて「楽しく食べること」も追求していただきたいと思います。
　「児童生徒全員が楽しめる給食」に向けた取り組みの広がりが、期待されます。
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尾張旭市
学校給食センター

提供

　「皆が食べられる学校給食の日」のメニューから、児童生徒に人気のメニューを2つ紹介します。  
特定原材料 7 品目を使わないおかず（主菜・副菜）と汁物です。乳アレルギーのない子は、牛乳を加
えると、栄養バランスがさらによくなります。ご家庭でぜひ、試してみてください。

手巻き寿し（ツナの甘辛煮・ハリハリ漬け）・呉汁
◆手巻き寿し（4 人分）
のりにご飯をのせ、ツナの甘辛煮とハリハリ漬けを自分で巻いて
食べます。

◆呉汁（4 人分）
呉汁は日本各地に伝わる郷土料理です。「呉」とは、
大豆をすりつぶしたもの。それを味噌汁に入れた
ものが呉汁です。ペースト状になっているのに加え、
まろやかな味噌味になっているので、大豆が苦手な
子でも、おいしく食べられるメニューです。

◦だいこん ・・・・・・・・・ 60g
◦ねぎ ・・・・・・・・・・・・・・ 20g
◦えのきたけ ・・・・・・・ 20g
◦豆腐 ・・・・・・・・・・・・・・ 80g
◦油揚げ ・・・・・・・・・・・ 20g

◦乾燥わかめ ・・・・・・・・・2g
◦大豆水煮 ・・・・・・・・・ 50g
◦豆みそ ・・・・・・・ 大さじ1
◦米みそ ・・・・・・・ 大さじ1
◦かつおだし ・・・ 1カップ

◦ごはん　◦手巻きのり
◦ツナの甘辛煮

ツナ（缶詰） ・・・・・・・・・・ 160g
コーン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・20g
にんじん ・・・・・・・・・・・・・・・・20g

しょうが ・・・・・・・・・・・・・・・・ 1片
しょうゆ ・・・・・・・・・・小さじ1.5
さとう ・・・・・・・・・・・・・・小さじ1
みりん ・・・・・・・・・・・・・・小さじ1

きゅうり ・・・・・・・・・・・・・・・・60g
◦ハリハリ漬け

たくあん ・・・・・・・・・・・・・・・・30g

環境再生保全機構のホームページで
卵・乳・小麦不使用のレシピを公開しています。

を使わない
人気の給食メニュー

こちらもご覧ください！

検索食物アレルギーの子どものためのレシピ集

＊しょうゆにごく少量含まれる小麦など、調味料に含まれるアレルゲンは考慮していません。重症の食物アレ
ルギーの場合は、医師に相談してください。

▶▶▶「付録」でも、卵・乳・小麦を使わないおやつレシピを紹介しています。

からあげのいちじくソースがけ・小松菜の和え物・じゃがもち汁・一口りんごゼリー
◆からあげのいちじくソースがけ（4 人分）
尾張旭市特産のいちじくを使ったメニューです。

◦鶏もも肉 ・・・・・・・・・・・・・ 200g
◦でんぷん ・・・・・・・・・・・大さじ3
◦揚げ油 ・・・・・・・・・・・・・・・・・適宜

◦いちじくジャム ・・・・・・・・40g
◦しょうゆ ・・・・・・・・・・・小さじ2
◦酒 ・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1.5

◆小松菜の和え物（4 人分）

◦小松菜 ・・・・・80g
◦にんじん ・・・20g

◦油揚げ ・・・・・・・・・ 8g
◦しょうゆ ・・・小さじ1

◦さとう・・・小さじ0.5

◆じゃがもち汁（4 人分）
「じゃがいももち」とは、じゃがいもをゆでてつ
ぶしてから、でんぷん、塩を混ぜて、団子状に丸
めたものです。

◦だいこん ・・・・・・・・・ 60g
◦にんじん ・・・・・・・・・ 40g
◦ごぼう ・・・・・・・・・・・ 60g
◦ねぎ ・・・・・・・・・・・・・・ 40g

◦じゃがいももち ・・100g
◦薄口しょうゆ ・・・大さじ1
◦酒 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 少々
◦塩 ・・・・・・・・・・・・ 小さじ1
◦かつおだし ・・・ 1カップ

7大アレルゲン
卵、小麦、乳、

えび、かに、そば、落花
生

▶▶▶作り方は
      「付録」をご覧ください。
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「
私
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
、

ダ
ニ
や
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
の
ア

レ
ル
ギ
ー
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
ぜ
ん
息
や
ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

も
あ
り
ま
す
。
自
分
で
は
覚

え
て
い
ま
せ
ん
が
、
母
子
健

康
手
帳
を
見
た
ら
、母
が『
一

日
お
き
に
病
院
に
行
っ
た
』

と
書
い
て
い
て
、
そ
ん
な
時

期
も
あ
っ
た
の
か
と
驚
き
ま

し
た
」

　

記
憶
に
残
る
の
は
４
、５

歳
の
こ
ろ
。
夜
、
せ
き
が
止

ま
ら
な
く
て
苦
し
か
っ
た
と

き
、
お
母
さ
ん
が
眠
れ
る
ま

で
ず
っ
と
背
中
を
さ
す
っ
て

く
れ
た
の
だ
と
い
う
。
か
ぜ

も
ひ
き
や
す
く
、
い
つ
も
息
を

す
る
と
の
ど
の
奥
で
ヒ
ュ
ー

ヒ
ュ
ー
と
音
が
し
て
い
た
。

　
通
院
し
な
が
ら
、
水
泳
を

始
め
た
の
は
6
歳
の
と
き
。

　「
姉
が
習
っ
て
い
た
の
と
、

ま
わ
り
の
友
だ
ち
が
始
め
た

の
と
で
、
な
ん
と
な
く
つ
ら

れ
て
。
後
に
な
っ
て
親
か
ら
、

実
は
私
の
体
を
強
く
し
て
、

ぜ
ん
息
が
よ
く
な
る
よ
う
に

と
考
え
て
水
泳
を
す
す
め
て

く
れ
た
の
だ
と
聞
き
ま
し
た
」

　
小
学
２
年
生
と
４
年
生
の

と
き
に
は
、
か
ぜ
を
こ
じ
ら

せ
肺
炎
で
入
院
し
て
い
る
。

そ
れ
で
も
吸
入
を
継
続
し
、

ぜ
ん
息
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

な
が
ら
水
泳
を
続
け
た
。

　「
練
習
す
る
の
が
つ
ら
い

日
も
あ
り
ま
し
た
。
気
管
支

が
狭
く
な
り
、
た
ん
が
か

ら
ま
る
と
、
呼
吸
が
苦
し
い
。

そ
ん
な
と
き
は
、
泳
ぎ
な
が

ら
息
つ
ぎ
の
と
き
に
エ
ヘ
ン

と
せ
き
払
い
を
し
て
、
な
ん

と
か
呼
吸
を
整
え
て
や
り
す

ご
し
ま
し
た
」

　
も
と
も
と
練
習
は
あ
ま
り

好
き
で
は
な
か
っ
た
が
、
苦

し
い
と
き
も
、
ほ
と
ん
ど
練

習
を
休
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。

０
歳
か
ら
ぜ
ん
息
と

ア
レ
ル
ギ
ー
に
悩
ま
さ
れ
る

大橋

今できることを
精一杯がんばれば
可能性は無限大！

しなやかな美しい泳ぎで世界のトップ選手と
して活躍している、競泳の大橋悠依選手。
バタフライ、背泳ぎ、平泳ぎ、自由形の4種
目を泳ぐ個人メドレーの選手です。
とくにハードな400ｍ個人メドレーが得意な
大橋選手ですが、ぜん息に苦しんだ時期があ
りました。
現在もアレルギーとつきあいながら選手生活
を送っています。

Ohashi
Yui

さん悠依

水
泳
を
続
け
て

丈
夫
な
体
に

世界水泳選手権銀メダリスト
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　「
自
分
で
決
め
た
こ
と
な

の
で
、
や
る
し
か
な
い
と
い

う
気
持
ち
で
練
習
に
励
ん
で

き
ま
し
た
」

　

小
学
3
年
生
の
と
き
に

「
水
泳
を
が
ん
ば
る
」
と
覚

悟
を
決
め
た
の
だ
そ
う
だ
。

　
小
学
校
高
学
年
に
な
る
と

体
力
が
つ
き
、
ぜ
ん
息
の
症

状
が
少
し
ず
つ
軽
く
な
り
、

高
校
に
入
学
す
る
こ
ろ
に
は
、

ほ
ぼ
出
な
く
な
っ
て
い
た
。

　
大
橋
選
手
に
は
卵
や
え
び
、

か
に
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
食
品
に
対
す
る
食
物
ア
レ

私
わたし

も幼
おさな

いころからぜん息
そく

に苦
くる

しんできましたが、水
すい

泳
えい

を通
とお

して克
こく

服
ふく

することができました。苦
くる

しいこと
もたくさんあると思

おも
いますが、自

じ
分
ぶん

の可
か

能
のう

性
せい

は無
む

限
げん

大
だい

だと信
しん

じて、がんばってください。私
わたし

も自
じ

分
ぶん

の目
もく

標
ひょう

に向
む

かってがんばります。

ぜん息
そ く

のみんなへ！

ル
ギ
ー
が
あ
り
、
今
も
食
事

で
の
配
慮
が
欠
か
せ
な
い
。

　「
小
学
校
で
は
、
給
食
を

別
に
用
意
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
し
た
。
中
学
、
高
校
の
と

き
は
、
お
弁
当
を
持
参
し
て
。

大
学
か
ら
は
ひ
と
り
暮
ら
し

な
の
で
、
自
分
で
食
事
の
管

理
を
し
て
い
ま
す
。
た
と
え

ば
、
耐
性
が
つ
い
て
普
段
は

食
べ
て
も
症
状
が
出
な
く

な
っ
た
卵
で
も
、
疲
れ
て
い

る
と
き
に
は
控
え
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
他
に
も
体
づ

く
り
の
た
め
に
、
食
べ
ら
れ

な
い
食
品
の
栄
養
を
ど
う
補

え
ば
い
い
の
か
な
ど
、
食
に

関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
て

き
ま
し
た
。
今
は
、ア
ス
リ
ー

ト
フ
ー
ド
マ
イ
ス
タ
ー
の
資

格
を
取
る
た
め
の
勉
強
も
し

て
い
ま
す
」

　

食
事
の
管
理
に
加
え
て
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
状
況
を

評
価
し
て
も
ら
う
検
査
を
１

年
に
１
回
受
け
た
り
、
症
状

が
出
や
す
い
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
の
薬
を
定
期
的
に
処
方

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
他
に

も
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
た

め
に
、
室
内
の
空
気
環
境
に

も
気
を
使
っ
て
い
る
。

　「
実
家
で
は
親
が
や
っ
て

く
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は

自
分
で
こ
ま
め
に
掃
除
を
し

た
り
、
空
気
清
浄
機
を
使
っ

て
、
部
屋
の
空
気
を
清
潔
に

保
っ
て
い
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー

と
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い
け

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
」

　
も
と
も
と
そ
ん
な
に
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
性
格
で
は
な
い
と

い
う
大
橋
選
手
だ
が
、
お
お

ら
か
な
面
も
あ
る
。

　「
体
調
が
悪
い
日
は
、
練

習
へ
の
不
安
と
同
時
に
、
思

う
よ
う
に
力
が
出
せ
な
く
て

も
『
ま
、
し
か
た
な
い
か
』

と
い
う
ふ
っ
き
れ
た
気
持
ち

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う

と
き
の
ほ
う
が
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
練
習
に
の
ぞ
む
こ
と
が

で
き
、
結
果
的
に
よ
い
タ
イ

ム
が
出
た
り
し
ま
し
た
」

　

そ
ん
な
経
験
か
ら
「
今
、

で
き
る
こ
と
を
や
ろ
う
」
と

い
う
前
向
き
な
性
格
が
培
わ

れ
た
と
い
う
。

　
日
本
代
表
と
し
て
日
々
練

習
に
は
げ
む
大
橋
選
手
に
今

後
の
目
標
を
た
ず
ね
た
。

　「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

世
界
新
記
録
を
出
し
て
、
金

メ
ダ
ル
を
取
る
こ
と
で
す
。

今
は
ま
だ
力
が
足
り
な
い
の

で
、
毎
日
の
練
習
を
精
一
杯

が
ん
ば
っ
て
、
も
っ
と
強
く

な
り
た
い
で
す
」

大橋悠依さんのメッセージ入り
サイン色紙プレゼントのお知らせ

　大橋悠依さんのメッセージ入りサ
イン色紙をご希望の方は、添付は
がきのプレゼント応募欄に印をつけ、
住所・氏名を記入のうえ、ご応募く
ださい。WEB 版すこやかライフか
らもご応募いただけます。アンケー
トにお答えいただいた方の中から抽
選で10名の方にプレゼントいたし
ます。ふるってご応募ください。
※応募締切は2019年6月18日（アンケー

トハガキの差出有効期限）です。

ひ
と
り
暮
ら
し
を
始
め
て

自
分
で
健
康
を
管
理

ア
レ
ル
ギ
ー
の
経
験
か
ら
得
た

「
で
き
る
こ
と
を
、や
る
」

1995年10月18日生まれ。滋賀県出身。幼
稚園年長のときに彦根イトマンスイミングス
クールにて水泳を始める。中学時代から200
ｍ個人メドレーと背泳ぎで全国大会に出場。
東洋大学在学中の2017年4月の日本選手権
では400ｍ個人メドレーで日本新記録を樹立
して優勝、2017年7月の世界水泳選手権では
200ｍ個人メドレーで日本新記録を樹立して
銀メダルを獲得している。2018年4月からイ
トマン東進に所属。

〈ホームページ〉
https://www.itoman.com

大橋悠依●おおはし・ゆい

P R O F I L E
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お便り・投稿をお待ちしています！

こ
れ
か
ら
も
服
薬
を

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い

　読者の皆様から寄せられた、うれしかったこと、楽しかったこと、大変だったこと、困っ
ていること、失敗談など、ぜん息やCOPDの治療中に身の回りで起こったさまざまなできご
とをご紹介します。

　本誌に寄せられているぜん息&COPDに関するさまざまな悩みや疑問に、
編集委員の先生方がわかりやすくお答えします。

　「読者の広場」は、みなさんのページです。
　みなさんからのアンケートはがきや
お便りを紹介していきたいと思います
ので、はがき、封書、FAX、WEB版
アンケートフォーム等何でもOKです。
お便り・投稿をお待ちしています。

　7
歳
の
娘
は
5
歳
の
秋
に
大
き

な
発
作
で
入
院
し
、
ぜ
ん
息
と
診

断
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
2
年
間
、
服
薬
を
継
続

し
て
水
泳
も
始
め
、
幸
い
な
こ
と

に
症
状
は
治
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

季
節
の
変
わ
り
目
に
は
か
ぜ
を
ひ

き
や
す
い
の
で
注
意
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
服
薬
を
が
ん
ば
っ
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

44
歳
・
女
性

ウチのこんなエピソード
読者Q&A

毎
日
の
散
歩
で

調
子
が
よ
く
な
っ
た

　30
代
か
ら
ず
っ
と
ぜ
ん
息
で
し

た
。
あ
ま
り
動
く
こ
と
が
好
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
80
歳

に
な
っ
て
散
歩
を
始
め
た
と
こ
ろ
、

ぜ
ん
息
の
症
状
が
よ
く
な
っ
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
毎
日
の
散
歩
を
欠

か
さ
ず
に
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

80
歳
・
女
性

わたしのしているこんな工夫 WEB版すこやかライフでも募集中！
検索

〒113-0021　東京都文京区本駒込2-29-22　東京法規出版内
「すこやかライフ」読者係
Tel：03-5977-0355　FAX：03-5977-0357
＜WEB版すこやかライフアンケートフォーム＞
https://www.erca.go.jp/yobou/zensoku/sukoyaka/enquete/index.php

私はCOPD患者ですが、医師から年をとると筋肉が衰えるので「フレイル」に注意するよう言われま
した。「フレイル」とはどのようなことでしょうか。どう予防すればいいのでしょうか。（65歳・男性）

　診断基準によると、①体重減少 ②主観的な疲労感 ③
日常生活の活動量の低下 ④身体能力（歩行速度）の減
弱 ⑤筋力（握力）の低下　のうち、3項目に当てはまれば、
フレイルの状態と考えられます。
　それでは、COPD患者さんはどうでしょう？　フレイ
ルの前段階として、加齢とともに筋力が衰え活動性が低
下する「サルコペニア」という状態があります。このサ
ルコペニアの状態から、生活機能全般が衰えるとフレイ
ルに移行していきます。COPD患者さんの中には、筋肉
量や筋力の低下が認められ、活動量が低下している方が
多く、COPD患者さんの15%にサルコペニアを合併し
ているという報告があります＊。また、フレイルと関連
する低体重も、COPD患者さんにとって大きな問題です。

※疑問、質問がある方は、
アンケートはがきを使って
お送りください。

　このように、COPD患者さんはサルコペニアやフレイ
ルになりやすいため、対策が必要です。
　一般的なフレイル対策としては、バランスのとれた食
事、適度な運動、口腔ケアが重要といわれています。
COPD患者さんの場合、適切な薬物療法を行い、たんぱ
く質を多く含む食事をとり、運動リハビリで運動能力を
高めて、日常生活の活動量を高めることが、サルコペニ
アやフレイルの予防、治療につながります。また、一部
の漢方薬にも効果が認められています。
　フレイルになりやすいCOPD患者さんは、ひどくなる
前に対策をとることが大切です。心配な方は一度、主治
医の先生にご相談ください。

亀田京橋クリニック　副院長　金子教宏先生
＊参考文献；Jones SE, et al. Sarcopenia in COPD : prevalence, clinical correlates 
and response to pulmonary rehabilitation.  Thorax 2015:70:213-8

1
Q

A「フレイル」とは、加齢に伴い筋力や心身の活力が低下し、生活機能全般が衰えた状態です。

夫が「電子たばこ」は害が少ないと言って吸っています。本当に紙巻きたばこよりも害が少ないのでしょ
うか。（43歳・女性）

　「電子たばこ」と「加熱式たばこ」はよく混同して使
われているので、まず違いを確認しましょう。電子たば
こは、乾燥したたばこの葉や液体を熱し霧状に発生させ
るものをいいます。日本では、ニコチンを含む電子たば
この販売は薬事法で禁止されています。一方、加熱式た
ばこは、皆さんがよく見聞きするIQOS®（アイコス）や
プルームテック®、glo®（グロー）を指します。加熱式
たばこは、たばこの葉を蒸すような状態にするため、ター
ルや一酸化炭素の排出が少なく健康への悪影響は少ない、
とたばこ会社は宣伝しています。しかし、これらの報告
のほとんどは、たばこ会社が出資した研究に基づくもの
であり、信頼できる研究は存在していません。確かに紙
巻きたばこに比べて有害物質の量は少ないものの、それ
でも十分に有害性があります。米国のFDA（アメリカ食
品医薬品局）は、「通常のたばこ製品と比較して、リス
ク低減の可能性がある製品である」というたばこ会社の
主張を棄却しています。米国ではアイコス®の販売は認
められていません。
　日本でも、日本禁煙学会は、加熱式たばこについて「普
通のたばこと同様に危険であり、受動喫煙で危害を与え
ることも同様である」と警告しています。日本呼吸器学

会も、加熱式たばこの使用は「健康に悪影響をもたらす
可能性がある」「使用者が吐き出したエアロゾールは周
囲に拡散するため、受動吸引による健康被害が生じる可
能性がある」として、受動喫煙の被害も紙巻きたばこと
同様であるとの見解を出しています。また、加熱式たば
この主流煙（喫煙者が吸い込む煙）には、紙巻きたばこ
と同程度の有害物質が含まれ、殺虫剤の原料とされてい
るアセナフテンという物質は、紙巻きたばこの約3倍も
含まれていると報告しています。さらに、副流煙（たば
こから出る煙）中のニッケルやクロムなどの有害な重金
属は紙巻きたばこよりも高く、ニコチン、アセトアルデ
ヒド、ホルムアルデヒドなどの有害物質は紙巻きたばこ
と比較して低い濃度ですが、ニコチンは大気中の10～
115倍も高いと報告しています。ほかにも、加熱式たば
こは紙巻きたばこと同様に、血管に障害をきたすという
報告もあります。
　まとめると、加熱式たばこは有害物質は減っています
が、危険性が減っているわけではありません。健康への
害が少ないように見えますが、それは間違いであり、現
時点では受動喫煙も含めて、紙巻きたばこと同様の健康
被害をきたすおそれがあるといえます。

亀田京橋クリニック　副院長　金子教宏先生

2
Q

A 現時点では、紙巻きたばこに比べて害が少ないとはいえません。

イラスト

78
歳
・
男
性
か
ら
の
投
稿

　毎
日
歩
い
た
り
、
自
転
車
に

乗
っ
た
り
し
て
動
く
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
薬
を
続
け
て
動
く

こ
と
で
、
息
苦
し
さ
が
軽
く
な
っ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

の
方
の
工
夫

　忘
れ
な
い
よ
う
に
、
吸
入
ス

テ
ロ
イ
ド
薬
を
食
前
に
吸
入
し

て
い
ま
す
。
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
食
事
を
す
る
の
で
、
声
が
か

れ
や
す
く
な
る
の
を
防
ぐ
効
果

も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　ぜ
ん
息
の
ほ
か
に
花
粉
症
も

あ
る
の
で
、
花
粉
の
季
節
に
は

布
団
を
外
に
干
さ
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
、
ぜ

ん
息
の
発
作
が
減
っ
た
気
が
し
て

い
ま
す
。

の
方
の
工
夫

76
歳
・
女
性
か
ら
の
投
稿

28
歳
・
女
性
か
ら
の
投
稿

24



お便り・投稿をお待ちしています！

こ
れ
か
ら
も
服
薬
を

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い

　読者の皆様から寄せられた、うれしかったこと、楽しかったこと、大変だったこと、困っ
ていること、失敗談など、ぜん息やCOPDの治療中に身の回りで起こったさまざまなできご
とをご紹介します。

　本誌に寄せられているぜん息&COPDに関するさまざまな悩みや疑問に、
編集委員の先生方がわかりやすくお答えします。

　「読者の広場」は、みなさんのページです。
　みなさんからのアンケートはがきや
お便りを紹介していきたいと思います
ので、はがき、封書、FAX、WEB版
アンケートフォーム等何でもOKです。
お便り・投稿をお待ちしています。

　7
歳
の
娘
は
5
歳
の
秋
に
大
き

な
発
作
で
入
院
し
、
ぜ
ん
息
と
診

断
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
2
年
間
、
服
薬
を
継
続

し
て
水
泳
も
始
め
、
幸
い
な
こ
と

に
症
状
は
治
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

季
節
の
変
わ
り
目
に
は
か
ぜ
を
ひ

き
や
す
い
の
で
注
意
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
服
薬
を
が
ん
ば
っ
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

44
歳
・
女
性

ウチのこんなエピソード
読者Q&A

毎
日
の
散
歩
で

調
子
が
よ
く
な
っ
た

　30
代
か
ら
ず
っ
と
ぜ
ん
息
で
し

た
。
あ
ま
り
動
く
こ
と
が
好
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
80
歳

に
な
っ
て
散
歩
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
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私はCOPD患者ですが、医師から年をとると筋肉が衰えるので「フレイル」に注意するよう言われま
した。「フレイル」とはどのようなことでしょうか。どう予防すればいいのでしょうか。（65歳・男性）

　診断基準によると、①体重減少 ②主観的な疲労感 ③
日常生活の活動量の低下 ④身体能力（歩行速度）の減
弱 ⑤筋力（握力）の低下　のうち、3項目に当てはまれば、
フレイルの状態と考えられます。
　それでは、COPD患者さんはどうでしょう？　フレイ
ルの前段階として、加齢とともに筋力が衰え活動性が低
下する「サルコペニア」という状態があります。このサ
ルコペニアの状態から、生活機能全般が衰えるとフレイ
ルに移行していきます。COPD患者さんの中には、筋肉
量や筋力の低下が認められ、活動量が低下している方が
多く、COPD患者さんの15%にサルコペニアを合併し
ているという報告があります＊。また、フレイルと関連
する低体重も、COPD患者さんにとって大きな問題です。

※疑問、質問がある方は、
アンケートはがきを使って
お送りください。

　このように、COPD患者さんはサルコペニアやフレイ
ルになりやすいため、対策が必要です。
　一般的なフレイル対策としては、バランスのとれた食
事、適度な運動、口腔ケアが重要といわれています。
COPD患者さんの場合、適切な薬物療法を行い、たんぱ
く質を多く含む食事をとり、運動リハビリで運動能力を
高めて、日常生活の活動量を高めることが、サルコペニ
アやフレイルの予防、治療につながります。また、一部
の漢方薬にも効果が認められています。
　フレイルになりやすいCOPD患者さんは、ひどくなる
前に対策をとることが大切です。心配な方は一度、主治
医の先生にご相談ください。

亀田京橋クリニック　副院長　金子教宏先生
＊参考文献；Jones SE, et al. Sarcopenia in COPD : prevalence, clinical correlates 
and response to pulmonary rehabilitation.  Thorax 2015:70:213-8

1
Q

A「フレイル」とは、加齢に伴い筋力や心身の活力が低下し、生活機能全般が衰えた状態です。

夫が「電子たばこ」は害が少ないと言って吸っています。本当に紙巻きたばこよりも害が少ないのでしょ
うか。（43歳・女性）

　「電子たばこ」と「加熱式たばこ」はよく混同して使
われているので、まず違いを確認しましょう。電子たば
こは、乾燥したたばこの葉や液体を熱し霧状に発生させ
るものをいいます。日本では、ニコチンを含む電子たば
この販売は薬事法で禁止されています。一方、加熱式た
ばこは、皆さんがよく見聞きするIQOS®（アイコス）や
プルームテック®、glo®（グロー）を指します。加熱式
たばこは、たばこの葉を蒸すような状態にするため、ター
ルや一酸化炭素の排出が少なく健康への悪影響は少ない、
とたばこ会社は宣伝しています。しかし、これらの報告
のほとんどは、たばこ会社が出資した研究に基づくもの
であり、信頼できる研究は存在していません。確かに紙
巻きたばこに比べて有害物質の量は少ないものの、それ
でも十分に有害性があります。米国のFDA（アメリカ食
品医薬品局）は、「通常のたばこ製品と比較して、リス
ク低減の可能性がある製品である」というたばこ会社の
主張を棄却しています。米国ではアイコス®の販売は認
められていません。
　日本でも、日本禁煙学会は、加熱式たばこについて「普
通のたばこと同様に危険であり、受動喫煙で危害を与え
ることも同様である」と警告しています。日本呼吸器学

会も、加熱式たばこの使用は「健康に悪影響をもたらす
可能性がある」「使用者が吐き出したエアロゾールは周
囲に拡散するため、受動吸引による健康被害が生じる可
能性がある」として、受動喫煙の被害も紙巻きたばこと
同様であるとの見解を出しています。また、加熱式たば
この主流煙（喫煙者が吸い込む煙）には、紙巻きたばこ
と同程度の有害物質が含まれ、殺虫剤の原料とされてい
るアセナフテンという物質は、紙巻きたばこの約3倍も
含まれていると報告しています。さらに、副流煙（たば
こから出る煙）中のニッケルやクロムなどの有害な重金
属は紙巻きたばこよりも高く、ニコチン、アセトアルデ
ヒド、ホルムアルデヒドなどの有害物質は紙巻きたばこ
と比較して低い濃度ですが、ニコチンは大気中の10～
115倍も高いと報告しています。ほかにも、加熱式たば
こは紙巻きたばこと同様に、血管に障害をきたすという
報告もあります。
　まとめると、加熱式たばこは有害物質は減っています
が、危険性が減っているわけではありません。健康への
害が少ないように見えますが、それは間違いであり、現
時点では受動喫煙も含めて、紙巻きたばこと同様の健康
被害をきたすおそれがあるといえます。

亀田京橋クリニック　副院長　金子教宏先生

2
Q

A 現時点では、紙巻きたばこに比べて害が少ないとはいえません。
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